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号

わ
が
国
の
放
射
性
同
位
元
素
内
用
療
法
（
Ｒ
Ｉ
内
用
療
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の
現
状
及
び
今
後
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国
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施
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に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

階

猛
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わ
が
国
の
放
射
性
同
位
元
素
内
用
療
法
（
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
）
の
現
状
及
び
今
後
の
国
の
施
策
に
関
す
る
質
問
主

意
書

す
い
臓
が
ん
患
者
支
援
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ン
キ
ャ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
本
年
五
月
一
日
に
三
万
三
千
七
百
七
十
八
筆
か
ら
な

る
放
射
性
核
種
標
識
ペ
プ
チ
ド
治
療
法
（
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｔ
療
法
）
な
ど
の
放
射
性
同
位
元
素
内
用
療
法
（
以
下
、
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
）

の
日
本
国
内
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
向
上
を
含
め
た
「
す
い
臓
が
ん
治
療
薬
の
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
解
消
に
関
す
る
要
望
書
」
を
厚
生

労
働
大
臣
に
出
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
を
含
む
診
療
用
放
射
線
の
防
護
に
関
し
、
「
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
施
行
に
つ
い
て
」
（
医
薬
発
第
一
八
八
号
通
知
。
以
下
、
一
八
八
号
通
知
）
に
お
い
て
、
管
理
の
た
め
に
必
要
な
排

水
・
排
気
等
の
濃
度
の
算
出
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
八
号
通
知
の
示
し
て
い
る
医
療
施
設
に
お
け
る

排
水
・
排
気
等
の
濃
度
の
算
定
方
法
は
、
過
大
に
安
全
管
理
の
立
場
側
に
偏
っ
て
お
り
、
医
療
施
設
の
現
場
の
実
態
に
は
即
し

て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
日
本
に
お
け
る
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
の
普
及
の
歯
止
め
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
一
般
社
団
法
人
日
本
核
医
学
会
は
、
「
核
医
学
診
療
施
設
に
お
け
る
濃
度
限
度
等
の
評
価
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
、
核
医
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
を
近
年
作
成
し
、
新
し
い
核
種
に
よ
る
臨
床
使
用
を
鑑
み
て
、

一



医
療
の
現
場
に
お
け
る
使
用
実
態
に
よ
り
即
し
た
排
水
・
排
気
等
の
濃
度
の
算
出
方
法
を
提
案
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
わ
が
国
の
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
の
使
用
状
況
及
び
推
進
・
普
及
の
観
点
か
ら
以
下
質
問
す
る
。

一

一
般
社
団
法
人
日
本
核
医
学
会
が
定
め
た
前
出
の
核
医
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
し
た
医
療
施
設
に
お
け
る
排
水
・
排
気

等
の
濃
度
の
算
定
方
法
は
、
一
八
八
号
通
知
で
示
さ
れ
て
い
る
算
定
方
法
に
比
べ
、
医
療
の
現
場
の
使
用
実
態
に
よ
り
即
し

た
評
価
に
基
づ
い
て
い
る
と
聞
く
。
し
た
が
っ
て
現
状
の
一
八
八
号
通
知
の
再
検
討
、
も
し
く
は
、
同
通
知
に
代
わ
り
、
核

医
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
な
通
知
と
し
て
検
討
し
、
改
正
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
の
見
解
如
何
。

二

欧
米
諸
国
で
は
、
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
は
患
者
に
苦
痛
を
伴
わ
な
い
こ
と
、
全
身
療
法
と
い
う
特
徴
を
持
ち
な
が
ら
癌
病
巣
に

選
択
的
に
治
療
を
施
す
こ
と
の
で
き
る
分
子
標
的
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
患
者
一
人
ひ
と
り
の
症
例
に
応
じ
た
療
法
と
し
て

評
価
さ
れ
て
お
り
、
導
入
も
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
す
い
臓
が
ん
患
者
支
援
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ン
キ
ャ
ン
ジ
ャ

パ
ン
が
本
年
五
月
一
日
に
厚
生
労
働
大
臣
へ
出
し
た
「
す
い
臓
が
ん
治
療
薬
の
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
解
消
に
関
す
る
要
望
書
」
に

あ
る
よ
う
に
、
今
後
、
Ｒ
Ｉ
内
用
療
法
の
推
進
・
普
及
の
観
点
か
ら
、
政
府
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


